












加え、学力や生きる力を多面的に捉え直す取り組みと言っていいだろう。 「未だどこにも答のない問い」を想定する力。 「自分たちで導き出す以外に答えがない」ことを知りつつ立ち向かう意志。現代というグローバル社会・情報社会で必要とされる学びとは、アクティブ・ラーニングというスタイルではなく、 「アクティブ・ラーナーとしての力を育む」取り組みだと考えている。　
私自身、高校生にとって確かな学力と「生涯にわたって学び続け

























　「国語」における学びの発展には、小学校での周辺認知、中学校での社会認知、高校での自分が関わる社会、すなわち世界への認知といった言語概念の 度化が必要である。情報化社会の進展に伴い、 「昨年度の世界 ＣＯ
2排出量」といった生のデータは、言語
としての説得力を失いつつある。高校での学びは、言葉の概念化と特殊化により、自分のものである言葉を他者と共有し 自分 言葉に説得力を持たせ 社会 中で生き 力を育む学びと言えよう。　
例えば「将来」 「未来」という言語がある。漢文で言うところの
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能力」として、 「個別の知識・技能」 「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の三点それぞれに「子供一人一人の個性に応じた資質・能力をどのように高めていくかという視点」の重要性が指摘された。これらの育成 ためには、 「料理教室」型・「バスガイド」型といった従来の一方向型の一斉教授法ではなく、各々が行動する中で問題を見いだし解決してゆく「バーベキューガイド」型・ 「ネイチャーツアー」型といった体験型教授法が必要と言われる。ただし、体験型の授業そのものが学び 目的化し 教師が生徒に矢のような指示を繰り出し、生徒が指示通り活動するアクティビティーならば、それは従来の一方向型学習と何ら変わりはない。　
目的としての学びではなく、人生を生きる過程として確かな知識
を身につけ、相互に関わりながら、より望ましい解決方法を求めて探求 続ける思考の流れを導くため ワークシート学習やグループ学習を取り入れ、個人学習とグループ学習の場面・人数が変化し続ける循環型アクティブ・ラーニン を行ってきた。具体的な取り組みを、次にあげる。











































 虎は本当に李徵なのだろうか。声に呼ばれて外へ駆けだしたころには本当は死んでいて、正に己の心を表す虎と う形を持っ 、この世にとどまっているのではないか。







 虎になった理由がとても気になっていたが理由が明記され なかったので、理由がと も気になりました。
〇李徵はなぜ虎になったの 。他の動物ではいけなかったのか。詩人〇











 才能がないことがわかってしまうのが怖くて、才能を磨くことができないと う はすごく共感できた。何事も、全力でやるというのは言い訳ができな ぶんすごく怖くて難しいことだ。
李徵への否定〇
 李徵の様に自分の高く持って生まれた能力に頼る みで精進しない者にはなりたくな と思った。少し「うさぎとかめ」の童話を思い出した。
〇
 李徵が自身の中にある俗悪 心によ て虎に変化したという話だったが、もう人間には戻れ 、 人間に戻ることを諦めているところが不思議だった。
その他〇
 自分がもし李徵のように突然一夜にして人以外の動物 変化してしまったとしたら、一体何 成り果てて まうのだろう。
〇

































 老婆に対しては、有罪であるの 警察に対処してもらう。下人はもうすで 消息をたっ しまったわけだから、何もしない。世間に対しては法について考えて らう。
探求する○




 「羅生門」の世界においては自分もまた世間の一部である。当時の社会情勢に呑まれる一人の人間として、心の内で善と悪が葛藤しながらも、老婆に対して下 と似た態度で追い討ちをかけ ようなことをするのが、物語世界に生きる主体的意志をもって描かれる一人として自然ではないか。





































 一月も終わりに近いとある平日の昼下がり、買い物袋 抱え 歩く大人達の間を縫うように、制服に手提げかばんと ういで ちの少年が、妙にしゃちほこばって歩いていた。少年 名は□□という。仙台で生まれ、仕事 忙しい父について家族 各地を転々としたのち、高校受験のため いったんこの宝塚に落ちつき、そして今まさにその の出願に行くところである。
○
 附高祭前最後の日曜日、食堂近くの木 下で劇 使う背景の塗をしていた□□は、昼下がりの肌を焼くような日差し 嫌気が差してごろんと木陰に寝ころんだ。あまりのまぶしさとすいこまるような空の青さに思わずぎゅっと目を閉じた。
○
 夏の暑さにぬるい雨の午に、西宮北口パン 駅前でハトのよく肥えたのを自転車で轢きそうになったが 濃くくもっ 日 光りをポテリと吸収するまぬけなハトのかしらをみると、どうも可哀想に思ったに違いない、自転車も、よけ 。



















































 傍線部中で、 「李徴（の声） 」が「詩人」と評されたのは、なぜか。問題本文の波線部中、姿が人間だった頃の李徴が詠んだ詩に対して 袁傪
が感じた「欠けるところ」とは何か、
 また、 前教材『ミロのヴィーナス（清岡卓行） 』で考えた「芸術」とは何かをふまえ 理由を述べてください。
【問】
 傍線部では、 「闇」が薄れていく明け方に姿を示した一匹の虎が「叢」に消えて行きます。この結末から、 『羅生門』の後日譚として『山月記』を書いた作者・中島敦にとって、「自我」とはどのようなものだったと考えられますか。古文からの日本文学の流れをふま 、明確に論じてください。
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 私は李徴に罪はあったと思う。罪とは努力もしていないのに、結果を見て努力のせいにすることだから、李徴は自分がもう少し努力をすれば名を残せたかもしれないと思っているということは、自分の限界までのぼりつめず、さらなる高みを見もせず目指さかった。フィギュアスケートで頂に君臨す 羽生選手ですら悔いはある。しかしそこには自分 努力 対する悲しみはな 。
社会や他者との関わり方○
 自分のことを自分自身で過大評価し、まわりの人を見下すこ により、家族や同僚にいやな思いをさせていることが罪だ 思う。社会の一員である以上は他人 思いやる心を持たなければ、社会がうまく機能しなくなってしまう。
李徴の性情○
 一般的に考えて虚偽の功を誇って他者に対 る優越感 得ようとするのは他者から疎まれることになる。こ ようなことから李徴は、他者に対して虚飾を施した自分を見せ、宥和の機 自ら逃した罪がある。
○
 李徴は本文にあるよう 、自分 詩 才能を専一に磨くべきだったと後悔できるほど冷静に自分を 析できるの 、実際はできなかっ いわゆるあとの祭りの典型であり、何かが起こった後 後悔しないよう行動できなかった李徴の甘さが罪である。





 本文にあるように人間は誰でも猛獣使いであり、獣のような性情は誰もが持つものである。キリスト教によれば、人は皆生まれ持って罪を背負っており、これを償わなければならない。この観点からは、李徴は、皮肉にも 普遍的 人間としての原罪によって虎になったのだと言え 。
その他○

















 臆病な自尊心や羞恥心が顕著に表れた結果、李徴は虎になったが、そこには意図は存在せず偶発的な出来事に過ぎない。自らの性情に素直であること 善であり、李徴 虎になったことは素直さの結果であるので罪ではなく善いことである。
反省による罪の浄化○
 たしかに人間だった頃は 分の才能に満足して怠慢だったが 虎の姿になった時は、自分の過去の行いをしっか 反省するこができていたから。
李徴だけのせいではない・周囲の人間の責任○
 李徴は人間だっ 頃、誰にも自分のことを理解して れる人がなかったので、李徴だけのせいで虎になったのではないから李徴に罪はないと思う。
○

















































































 『山月記』 に用いられる 「月」 「叢」 といったモチーフには、どのような意味・効果がありますか？
【全体探求】班別探究活動から、統一テーマワークへ












































































が、注目すべきは、七割以上の生徒が作品の文法理解・内容理解・知識の習得に役立った答えたことである。実際に取り組んだ生徒の多くが、ＡＬは知識習得に有効だったと感じていることが分かった。ただ、二年生現代文での実感より一年 古文での実感のほうが大きく、現代文はあくまで自分自身で読み味わい、理解・納得するものといった考えが感じられた。ま 、書く の有用性へ 実感は学年が上がるにつれ増すようだが、自由記入欄を見ると「考えれば考えるほど、分からなくなる」 「自分の考えに確信が持てない」など、正解を求める傾向や、明確な評価の無さ 対する不安感がうかがえる。論述 多く課している 書くこと 身につく力につい




































ローバル社会の発展等によって、私たち 学びそのものをマニュアル化・個別化しがちである。アクティブ・ラーニングは、授業者と生徒による生き生きとした思考の出発と流れ 目指す着地点へ 意識の焦点化であり、氾濫する情報や想定を超えて広がりつつある現
代社会において、学びを自分たちの手に取り戻し、教育の多様性を保証するキーワードであるように思う。　
生徒のまなざしや疑問、ひらめきや思考を取り上げるためには、
集中力や想定力・多様な準備、教師への信頼の構築が重要であり、教師自身の通時的・共時的 研鑽が必要と思われる。具体的にはまず、①授業方法やその内容について他教科や他校種の先生方と共有し、生徒の思考の流れへ 想定力を高めておくこと、また、②担当教科のみでなく総合学習や部活動と った様々な学校活動に積極的に参入し、学びの場面への適応力を養っておくこと、さらに、③多様な場とりわけ公の場で自分 実践について発表・報告し、主観に偏らない客観的思考力を身につけることがあげられるだろう。欲を言うな 、④さりげないユーモアやおおらかさが必要だと思われる。私自身、常に生徒とともに学び続ける姿勢を示して たう。　
学びは、いつの時代も常にアクティブである。生徒たちの真摯な
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